
広報うわじま９月号　 30 

９
月
の
各
種
相
談

 

■
行
政
相
談

▽
８
日
㈫　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

　

市
役
所 

１
階
ロ
ビ
ー

▽
８
日
㈫　

午
前
９
時
～
正
午

　

三
間
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
16
日
㈬　

午
前
９
時
～
正
午

　

岩
松
公
民
館

 

■
人
権
相
談

▽
10
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時

　

岩
松
公
民
館

 

■
宅
地
建
物
相
談
・
住
宅
相
談

▽
10
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

（
宅
地
建
物
相
談
）
市
役
所 

１
階
ロ
ビ
ー

（
住
宅
相
談
）
市
役
所 

７
０
１
会
議
室

 

■
多
重
債
務
整
理
相
談
・
消
費
生
活
相
談

▽ 

毎
日
（
平
日
の
み
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

認
定
司
法
書
士
に
よ
る
相
談

▽
16
日
㈬　

午
後
１
時
～
４
時

　

市
役
所 

２
階
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
横

　

相
談
室
（
稲
田
司
法
書
士
）

※
１
人
30
分
程
度
。
６
人
ま
で
。
要
予
約
。

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

☎
内
線
２
２
７
６

（
企
画
情
報
課
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係
内
）

 

■
子
育
て
相
談

子
育
て
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
相
談

▽
毎
日
（
平
日
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談
〈
要
予
約
〉

▽
14
日
㈪ 
午
前
９
時
～
午
後
４
時

福
祉
課
横
相
談
室

福
祉
課
児
童
福
祉
係
☎
内
線
３
１
２
０

 kosod
a
te-sod

a
n@

city.uw
a
jim

a
.lg

.jp  

 

■
市
民
法
律
相
談　
　
　
　

  

〈 

要
予
約 

〉

▽
18
日
㈮　

午
後
１
時
～
４
時

　

市
役
所 

６
０
２
会
議
室（
高
田
優
子
弁
護
士
）

※
１
人
15
分
程
度
。
先
着
12
人
。

（
予
約
開
始
）
11
日
㈮ 

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
予
約
方
法
）
予
約
開
始
日
か
ら
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
受
け
付
け
ま
す
。

※ 

原
則
市
民
（
当
事
者
）
が
対
象
。
予
約

時
に
電
話
番
号
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
10
月
の
相
談
日  

10
月
16
日
㈮

　
　（
予
約
開
始
） 

　 

10
月
９
日
㈮

総
務
課
行
政
係
☎
内
線
２
４
１
２
・

24 

－ 

１
１
２
１

 

■
家
庭
児
童
・
婦
人
相
談

（
児
童
） 

性
格
や
生
活
習
慣
、
家
族
関
係
、 

　

学
校
生
活
、
非
行
問
題 

な
ど

（
婦
人
） 

夫
婦
問
題
、
Ｄ
Ｖ
、
そ
の
ほ
か
家

　

庭
内
の
問
題 

な
ど

▽
毎
日
（
平
日
の
み
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

福
祉
課
☎
内
線
２
１
５
５
・
２
１
４
２

 

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー 

〈
要
予
約
〉   

子
育
て
を
お
手
伝
い
し
た
い
人
（
サ
ポ
ー

ト
会
員
）
の
説
明
会
と
養
成
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
説
明
会
の
み
の
参
加
も
可
能
。

▽
15
日
㈫　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

市
役
所 

２
０
２
会
議
室

（
持
参
品
）筆
記
用
具
・
印
か
ん（
登
録
す
る
人
）

（
予
約
方
法
）
11
日
㈮
ま
で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ミ
・
サ
ポ
う
わ
じ
ま
（
福
祉
課
内
）

☎
４９ 

ー 

７
０
５
４
・

２４ 

ー 

１
１
６
０

 fa
m

isa
po@

city.uw
a
jim

a
.lg

.jp  

余
暇
の
ひ
と
と
き

吉田川柳会

高
望
み
心
を
叱
り
又
夢
に

弾
む
こ
と
知
ら
ず
一
生
糸
て
ま
り

意
識
し
て
背
筋
を
伸
ば
す
老
い
の
汗

赤

松

委

沙

子

薬

師

寺

絹

子

米

子
　

達

雄

渋柿宇和島支部

庭
に
道
に
干
し
あ
る
鯵あ

じ

や
浦
の
秋

巨
船
い
ま
湾
抜
け
き
り
ぬ
月
の
航

台
風
や
待
つ
に
は
あ
ら
で
握
り
飯

吾
も
搗つ

き
し
亥
の
子
そ
の
唄
今
も
な
ほ

麦
飯
の
昭
和
を
語
る
夜
長
か
な

露つ

ゆ

け
し
や
野
辺
の
佛ほ

と
け

に
野
辺
の
花

酔す

い

ふ

よ

う

芙
蓉
山
門
明あ

か
き
檀だ

ん

な

で

ら

那
寺

送お
く
り

状じ
ょ
う

添
へ
て
置
か
る
ゝ
今
年
米

一
日
の
始
ま
り
婆ば

ば

の
ぬ
か
ご
飯

幼
子
の
泣
き
声
包
む
虫む

し

し

ぐ

れ

時
雨

目
に
見
え
ぬ
う
つ
ろ
う
風
に
秋
を
見
る
　

名
月
や
夫つ

ま

誘い
ざ
な

ひ
て
太
鼓
橋

渡

辺
　

弧

鷲

赤

松
　

彌

介

上

甲
　

正

志

佐

々

木

皓

一

財

前
　

渓

子

中

山
　

孝

司

勇
　
　

八

郎

善

家

一

二

三

林
　
　

妙

子

酒

井

け

い

子

若

山

東

望

江

平

野
　

青

流

やまがら句会

喉
越
し
の
水
こ
こ
ち
よ
き
今
朝
の
秋

窓
開
け
て
か
な
か
な
の
声
確
か
む
る

暁あ
か
つ
きの
流
星
を
見
逃
さ
ぬ
や
う

新
涼
や
ざ
り
が
に
捕
り
に
大
は
し
ゃ
ぎ

伊
達
藩
の
一
族
の
墓
所
つ
く
つ
く
し

桟
橋
の
灼や

け
に
降
り
た
つ
宮
司
た
ち

黒

田
　

公

子

高

月
　

弘

子

毛

利
　

晴

美

薬

師

寺

徳

子

山

本
　

信

枝

平

岡

千

代

子

文化協会　俳句・川柳・短歌

水沼短歌会

夕
暮
れ
て
帰
り
来
し
格
子
戸
の
足
も
と
に
爪
あ
か
く
小
さ
き
蟹か

に

の
動
け
り

二
百
メ
ー
ト
ル
歩
け
ば
我
家
に
辿
り
着
く
が
ま
ん
を
す
る
か
靴
の
中
の
小
石

夕
闇
の
窓
辺
の
樹
木
を
飛
び
交
わ
る
蛍
の
光
を
妖
し
と
も
見
つ

よ
い
と
ま
け
の
幻
き
く
如ご

と

槌つ

ち

お

と音
は
郷ご

う

に
ひ
び
き
て
ク
レ
ー
ン
車
上
が
る

山

田
　

田

鶴

土

居

シ

ゲ

子

毛

利

ユ

リ

子

生

田

八

壽

子

【
問
合
先
】
本
庁　

☎
24 

－ 

１
１
１
１


